
 別紙２                                             令和８年（２０２６年）７月 １０日 
                                        熊本県立岱志高等学校第１学年 

令和９年度（２０２７年度）岱志高校第１２期生修学旅行に係る仕様書 
 
１ 本校修学旅行の目的 
(1) 学年全体で旅行することを通して、本校生徒としての自覚を高め、帰属意識や連帯感を養う。 

(2) 集団生活をとおして、生徒相互の友情を深めると共に、教師と生徒間の相互理解を図る。 

(3) 集団生活の中での規則正しい生活をとおして、他者を思いやる心や自主、自立の精神を養う。 

(4) 活動（研修）を通して、将来を見据えた進路について考える契機とする。 

 

２ 実施期日 
令和１０年（２０２８年） １月１８日(火)～２１日(金)の３泊４日 

   
３ 費用 

生徒１人あたり、95,000円程度 

 
４ 旅程 
（１）関西周辺プラン（主な訪問先は兵庫・大阪・京都） 
普通科スポーツコース・普通科美術工芸コース・普通科キャリアコース・普通科アドバンストコースで学ぶ生徒に

とって、見学意義のある施設等を含めること。 

 
５ 参加予定生徒数 

  全日制普通科 男子２６人 女子２２人  計４８人 
内訳：1組（スポーツコース）６人、１組（美術工芸コース）１１人、２組（キャリアコース）２４人、 

３組（アドバンストコース）７人 

 
６ 提案書の作成について 
（１）様式 

①Ａ４判（横）、枚数は問わない。下記（２）①～④について案を作成し、１５部を提出する。（データでの提出も可） 

②宿泊先・見学地（候補地・施設等）のパンフレットがあれば添付する。  

（２）提出物 

①旅行行程表（時刻・宿泊先・各種活動（研修）のプラン・モデルコースを明記する） 

②見積費用明細書（交通費・宿泊費・食事・入場料等・諸経費・その他添乗料・保険料等を明記する） 

③事故防止・安全対策・保険について 

④積立金計画書 （令和８年（２０２６年）１２月から計画的な積立ができるよう計画する） 

（３）提出期限 

   令和８年（２０２６年）８月７日（金） 午後４時（持参または郵送、データでの提出も可） 

（４）条件 

①集合について 

ア 基本  熊本県立岱志高等学校出発 

イ その他 福岡県在住生徒及び熊本市方面からのJR通学生については博多駅集合も可能な行程とすること。 

②解散について 

  ア 基本   熊本県立岱志高等学校解散 

イ その他  福岡県在住生徒及び熊本市方面からのJR通学生については途中下車（博多駅・新大牟田駅・ 

新玉名駅・熊本駅）も可能な行程とすること。 

③宿泊について 

 ア 宿泊先の条件  

・同一ホテル連泊が望ましい。 

・研修先へのアクセスがしやすさを優先する。 

・旅館賠償保険に加入しており、「マル適マーク」がある。 



     ・十分な広さが確保でき（1.5畳以上/1人)、班長会議ができるスペースを有する。 

      ・食事は栄養面やアレルギーについて十分な配慮がなされていること。 

 イ 客室条件    

・生徒は男女別で相部屋。 

   ・引率職員は原則個室。 

④交通手段について（代替案の設定と保護者の承認を取っておく) 

  ア 基本 一括輸送（博多駅～関西間は新幹線利用、現地は貸切バス利用を基本とする） 

ただし、効率的な提案があればそのほかの公共交通機関の活用も可とする。 

⑤引率教師は５人とする。 

⑥実施期日の（案１）及び（案２）について、それぞれ１～２案を提案する。 

⑦旅程についての条件は、下記のとおりとする。 

ア 関西では生徒の教養を高めることができる研修を中心に計画すること。ただし、以下の施設は必ず行程に    

含めること 

  （ア）姫路城 

  （イ）人と防災未来センター 

  （ウ）芸術鑑賞（なんばグランド花月） 

  （エ）自主行動（USJも選択できる。） 

イ アの（エ）以外は学年全体で行動する行程とすること。 

ウ その他の見学地等については、予算の範囲内で可能な場所とすること。 

エ 生徒に過度な負担がかからない行程とすること。各行動に時間的余裕があることが望ましい。 

オ 1月実施であることを考慮し、屋外活動、日没時間、天候等に配慮すること。 

カ 生徒の旅行中の自己負担金額を減らすため、食事の各自負担を極力減らすこと。 

キ 地域旅行支援等のプランがある場合にはそのプランを活用し、自己負担額を減らすこと。 

ク 荒尾市内中学校（３校）での修学旅行実績（訪問先）との重複を避ける工夫を行うこと。 

⑧参加生徒が減った場合(５名減、１０名減まで)の対応(バスの台数、料金等)も提示すること。 

⑨事故防止、安全対策、緊急時連絡体制の構築がしっかりとなされていること。  

⑩看護師を同行させるプランと同行させないプランの両方を提示すること。 

⑪修学旅行期間中の保険に加入すること。 

⑫積立金計画は、1ｶ月の積立額が大きくならないよう配慮すること。 

 
７ 取扱希望の参加意志について 
本校の修学旅行取扱を希望する業者は下記の期限、方法により回答すること。 

希望しない場合も必ず回答すること。 

(1)期限   令和８年（２０２６年）７月３１日（金）午後４時まで 

(2)方法   別紙１の参加申込書を本校校長宛にＦＡＸで回答する。  

(3)ＦＡＸ番号 ０９６８－６３－０３８５ 

 

８ 取扱旅行社プレゼンテーションの開催について 
各社が提出した提案書に基づき、プレゼンテーションを行う。日程等は下記のとおりとする。 

(1)期日  令和８年（２０２６年）８月２７日（木）午前１０時３０分から 

(2)会場  本校会議室  

(3)プレゼンテーションの時間  各社とも１５分以内とする 

(4)プレゼンテーションの順番  ７月３１日（金）締切の申し込み先着順とする。 

   
９ 提案書の取扱いについて 
①提案書提出後の記載内容の追加・変更は認めない。 

②提出した提案書は返却しない。 

③業者プレゼンテーションは、提出した提案書に基づいて行うこと。 

④提案書は取扱旅行社の選定以外には使用しない。 

⑤提案書は複製する場合がある。 



⑥提案書は県の公開条例に基づき、公表する場合がある。  

 

10 取扱旅行社の決定について 
各社が提出した提案書及びプレゼンテーションを受け、提案内容・価格等から総合的に検討をし、最も適切な 

取扱旅行社 １社を決定する。 

 
11 取扱旅行社決定までの日程について 
   令和８年（２０２６年）７月３１日（金） 参加申込締切（ＦＡＸ） 

               8月 ７日（金） 提案書提出締切 

            ８月２７日（木） 取扱旅行社プレゼンテーション 

            ８月３１日（月） 選考結果通知予定 

            １０月 中旬  生徒・保護者向け修学旅行説明会予定 

 

１2 問い合わせ先 

熊本県立岱志高等学校  担当 第１学年 （主任） 柴田孝一 

                      ＴＥＬ   ０９６８－６３－０３８４  

ＦＡＸ   ０９６８－６３－０３８５ 

 メール  shibata-k-ic@mail.bears.ed.jp 


